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Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
原
発
も
許
し
て
は
な
ら
な
い

は
ち
の
へ
九
条
の
会
の
神
田
講
演
会
に

人
70

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
は
農
林
業
す
べ

て
を
破
壊
し
て
し
ま
う
ア
メ
リ
カ

の
戦
略
で
あ
る
こ
と
を
資
料
を
も

と
に
話
し
た
。

講
演
の
後
、
農
業
の
立
場
、
生

協
活
動
、
医
療
従
事
者
の
３
人
が

実
態
を
報
告
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
絶
対

許
さ
な
い
決
意
を
述
べ
た
。

食
の
安
心
・
安
全
が
保
障
さ
れ

な
く
な
る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
を
明

ら
か
に
し
た
。

公
的
医
療
保
険
制
度
が
後
退

し
、
自
由
価
格
の
医
療
市
場
が
拡

大
し
、
金
の
あ
る
な
し
が
命
の
分

か
れ
目
に
な
る
こ
と
を
訴
え
た
。

講
演
は
、
福
島
原
発
事
故
と
「
安

全
神
話
」
の
危
険
性
と
六
ヶ
所
の

息子 お父さん、カラ期間とはどのようなことなの？

父 国民年金法により 25 年の受給資格期間を満たす

制度だよ。（正式名は合算対象期間と呼ぶ）

保険料納付済期間 + 保険料免除期間

+ 合算対象期間（カラ期間）≧ 25 年

このカラ期間という制度は、期間に含めること

ができるが受給額の算定にはならない仕組みで 20

歳以降～ 60 歳未満の期間が適用になるんだよ。

例えば、昭和 22 年生まれの人が、20 歳から 10

年間厚生年金を掛け、その後自営業に転職したが、

そのときに国民年金に任意加入しなかったとすると

厚生年金 10 年間 国民年金任意加入せず

国民年金 自動的に加入 旧法適用期 カラ期間

ｓ 42 年 ｓ 52 年 ｓ 61 年

給付額は、

厚生年金･･･10 年間分の比例報酬を 60 歳から受給。

64 歳から定額部分を受給。

国民年金… 自動的に加入している期間 10 年 ＋

カラ期間(21 年)＝ 31 年あるため≧ 25 年

受給資格があり、10 年間分の国民年金の老齢基

礎の支給を受けることができる。厚生年金の定額

部分と考えてもよいと思うよ。わかったかな？

阿部耕一さんと年金の基礎を学びましょう

《息子と父の問答編》 第10回

「カラ期間」ってなんなの？

８
月

日
三
八
教
育
会

20

館
で
憲
法
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
考

え
る
集
い(

学
習
講
演
会)

が
開
か
れ
た
。
は
ち
の
へ

九
条
の
会
主
催
で
神
田
健

策
氏
が｢

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
及
ぼ

す
農
林
漁
業
へ
の
影
響｣

と
題
し
て
講
演
し
た
。

７月 30 日日本科学者会議八戸分会が開催した「県内の
原子力施設は大丈夫か」シンポジュムに 80 人が参加した

8 月 2 日原水爆禁止世界大会壮行会
が行われた。大会の長崎に、県教祖
と医療生協の 2 人が派遣された。報
告会は 26 日三八教育会館で開催され
る予定になっている。

8 月 9 日～ 11 日にまちの駅はちのへで
サダコと折鶴展が開かれた。訪れた人
達は真剣に写真や資料を見ていた。

主催者挨拶する島守光雄常任世話人

核
燃
サ
イ
ク
ル
の
恐
ろ
し
さ
に

触
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
豊
か
さ
に
言
及
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、｢

原
発
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ

も
ゆ
る
さ
な
い｣

の
決
意
を
憲
法

の
精
神
と
と
も
に
心
に
し
っ
か

り
と
刻
ん
だ
。

講演する神田健策氏

活 動 予 定

8月24日(水） 消費税・生存権裁判街宣 (三春屋)1時半

25日(木) 高齢者大会実行委員会 （2時） 組合セン

26日(金) 原水禁世界大会報告会 （6時半）教育会館

２８日(日) カラオケを楽しむ会 (多喜)

9月 １日(木） 原発事故と放射能学習会 (6時半)教育会館

２日(金） 第３回三役会議 (組合事務所)

生存権裁判傍聴

3日(土） 三沢平和学習会～4日

6日(火） 第３回執行委員会(組合事務所)

9日(金) 6・9行動 5時半 三春屋前

10日(土) なんでも教育懇談会 2時 教育会館

12日(月）～13日(火) 日本高齢者大会

活 動 日 誌

7月 22日(金） 県本部定期大会

25日(月) 消費税街宣

26日(火) うみねこ班会

30日(土) 科学者会議核燃シンポ

８月 2日(火） 原水禁世界大会壮行会

6日(土） ヒロシマの日行動

８日(月） 第２回三役会議

9日(火） ナガサキの日行動

9日(火) 第２回執行委員会

9日(火）～11日(木)「サダコと折り鶴」展まちの駅

20日(土) はちのへ九条の会講演会

2１日(日) ウミネコ班花火を見る会

2２日(月) バースデーカード作成日
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ス
デ
ー
カ
ー
ド
と
し
て
贈
り
た
い
の
で
、
作
っ

て
も
ら
え
な
い
の
か
と
相
談
を
受
け
た
。

組
合
の
執
行
委
員
会
の
後
押
し
も
得
て
新
婦

人
な
ど
で
一
緒
に
や
っ
て
い
る
お
友
達
と
い
う

よ
り
年
金
者
組
合
の
女
性
部
数
人
で
６
月
の
誕

生
日
の
人
か
ら
始
め
た
。

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
で
き
具
合
い
を
見

た
り
し
て
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
る
。
和
紙

の
ち
ぎ
り
絵
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
が
、
新
聞
ち

ぎ
り
絵
は
名
古
屋
の
新
婦
人
の
小
組
か
ら
始
ま

り
広
ま
っ
た
。
字
の
ご
と
く
新
聞
の
カ
ラ
ー
部

分(

写
真
や
広
告)

を
使
う
。お
金
も
か
か
ら
ず
、

誰
で
も
手
軽
に
取
り
組
め
る
。
構
図
を
考
え
た

り
、
頭
と
指
先
を
使
う
の
で
、
ボ
ケ
防
止
の
一

助
に
な
る
と
思
い
皆
さ
ん
に
勧
め
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に

人
位
に
贈
っ
た
。

20

「
こ
の
年
に
な
っ
て
初
め
て
バ
ー
ス
デ
ー
カ

ー
ド
を
貰
っ
た
。
」
と
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
男

性
組
合
員
や
本
人
よ
り
も
奥
さ
ん
が
感
激
し
て

く
れ
た
等
う
れ
し
い
反
応
が
あ
っ
た
。

一
定
の
枚
数
を
作
る
の
は
楽
し
い
だ
け
で
は

済
ま
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
喜
ん
で
く
だ
さ
る

人
が
い
る
こ
と
は
や
り
が
い
が
あ
る
。

さ
さ
や
か
な
活
動
だ
が
カ
ー
ド
を
作
る
人
を

増
や
し
、
組
合
員
同
士
の
つ
な
が
り
や
女
性
組

合
員
の
輪
を
広
げ
る
運
動
と
し
て
続
け
た
い
。

矢
代

晶
子

全
く
実
感
の
な
い
ま
ま

に
、
間
も
な
く

歳
を
迎
え
る
こ

70

と
に
な
っ
た
。
若
い
と
き
に
想
像

し
た
古
希
は
、
「
頼
り
が
い
が
あ

り
、
人
格
も
円
熟
の
境
地
に
達
し

て
い
る
」
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
思

慮
が
浅
く
、
大
人
に
な
り
き
れ
な

い
部
分
を
た
く
さ
ん
残
し
た
ま
ま

の
自
分
に
困
惑
し
て
い
る
。

周
り
に
対
し
て
必
要
以
上
に

身
構
え
て
い
た

代
前
半
迄
と
違

50

い
、
開
き
直
っ
て
素
直
に
な
れ
た

こ
と
で
楽
に
な
り
、
楽
し
く
過
ご

せ
て
い
る

と
も
あ
れ
、
誕
生
日
は
間
違
い

な
く
迫
っ
て
い
る
。
「
今
が
チ
ャ

ン
ス
」
と
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
を
書
く
こ
と
を
思
い
立
ち
、

取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

動
機
は
、
自
分
は
「
食
べ
る
の

大
好
き
人
間
」
な
の
で
、
自
分
の

口
か
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら

そ
の
時
点
で
終
り
に
し
た
い
こ
と

と
、
家
族(

男
２
人)

が｢

お
ま
か

せ
大
好
き
人
間｣

で
、
な
ん
で
も

私
に
ま
か
せ
っ
き
り
な
の
で
、
も

し
も
の
こ
と
が
あ
れ
ば
ど
う
し
よ

う
も
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
に
色

々
書
き
留
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
る

自
分
な
り
に
あ
る
程
度
考
え
て

い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
書
い
て

み
る
と
、
」
な
か
な
か
難
し
い
。

ど
ん
な
状
況
で
終
り
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
の
か
。
こ
れ
ば
っ
か

り
は
、
自
分
の
意
志
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
が
素
直
に
迎
え
ら
れ

た
ら
良
い
と
思
う
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

聞いてよ

６
年
後

万
人
の
組
織(

全
国)

に

20
呼
応
し
青
森
県
は
支
部
を
増
や
そ
う

２
，
３
年
前
か
ら
新
聞
の
ち
ぎ

り
絵
を
新
婦
人
の
班
の
小
組
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
。
た
ま
た
ま
、

年
賀
状
や
暑
中
見
舞
い
の
は
が
き

を
お
母
さ
ん
や
奥
さ
ん
た
ち
に
出

し
て
い
た
の
が
、
高
橋
委
員
長
の

目
に
と
ま
り
、
こ
れ
を
年
金
者
組

合
員
の
安
否
確
認
を
兼
ね
た
バ
ー

バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
に
大
き
い
反
響

山
本
和
子
代
議
員

第23回県本部定期大会 (7・22)に三八から10名が参加

地労連 緊急学習会

「 原発事故と放射能 」
講師 竹本照彦氏 （八戸生協診療所所長）

＊ 日時 ９月1日(木) 1８時半～19時半

＊ 会場 三八教育会館

タイムリーな学習会です。あなたも是非参加を！

作
成
し
た
ち
ぎ
り
絵
は
が
き
を
披

露
す
る
矢
代
代
議
員
と
発
言
す
る

山
本
代
議
員
。

７
月

日
、
青
森
市
で
第

青
森
県
本
部
定
期
大
会
が
開
か
れ
た
。
三
八
か

22

23

ら
８
人
の
代
議
員
と
２
人
の
県
執
行
委
員
が
参
加
し
た
。
大
会
は
、
全
国
の
方

針
を
受
け
て
６
年
後
に

万
人
の
組
織
に
す
る
た
め
に
青
森
県
も
奮
闘
す
る
こ

20

と
を
決
定
し
た
。(

現
在

万
人)

そ
の
た
め
に
も
支
部
の
数
を
増
や
す
こ
と
を

10

緊
急
の
課
題
と
し
て
確
認
し
た
。(

現
在
７
支
部)

討
論
に
は
三
八
か
ら
３
人
が
参
加
し
た
。
「
公
民
館
使
用
が
無
料
に
な
っ
た

取
り
組
み
」
（
高
橋
委
員
長)

、
「
年
金
者
組
合
か
ら
原
水
禁
世
界
大
会
に
代
表

を
送
ろ
う
」(
新
岡
代
議
員)

、
山
本
代
議
員(

発
言
内
容
は
別
掲)

大
会
は
、
新
し
い
役
員
を
選
ん
だ
。
高
橋
副
委
員
長
、
佐
藤
執
行
委
員
、
兼

田
執
行
委
員
の
３
人
が
再
選
さ
れ
た
。

いよいよ 日本高齢者大会 in 青森

9 月 12 日(月)～ 13 日(火)青森市を会場に日本高齢者大会が開か
れます。年金者組合三八支部は 10 名以上の派遣を決め取り組んで
います。まだ間に合います。参加できる方は、お知らせください。

参加者の負担を少なくしたいということで、カンパを集めています。大会成
功を願う気持ちをカンパに託していただきたいものです。

一口500円の大会成功カンパにご協力ください

年金パンフ学習会
■ 10 月 11 日（火） (予定）

■ 長者公民館 午後 1 時半から 3 時半

■ 講師 阿部耕一執行委員

前回配布した年金パンフについて学習します。質問

にお答えします。パンフ持参ください。

大
会
後
の
恒
例
の
交
流
会
は
盛

り
上
が
り
、
な
か
な
か
発
言
が
終

わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
も

懇
談
す
る
三
八
代
議
員
団


